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　高齢の方は，ちょっとした変化で心身の調子を崩しやすく，

[image: image3.wmf]　新しい環境にもなじみにくいものです。






· 何に困っているのか，本人が表現することに耳を傾け，それに対して正確な情報を伝えて，少しでも不安を取り除くことが大切です。

· こちら側が聞きたいことではなく，本人が言いたいことを話せる雰囲気づくりに努めましょう。
· できるだけ同じ人が頻繁に顔を
　　見せて声をかけ，安心させましょう。
· 話をする時，目線は同じ高さにし，やさしく肩をたたいたり，身体に触れて話しをすると，心がうちとけやすくなります。

· 精神的に混乱しているような場合は，日付，時間，状況を繰り返し説明して，認識を助けることが必要です。

· 物忘れがひどくなったり，精神的に混乱している場合でも「ボケた」という言葉は禁句です。

· しかったり，注意をしたりしないように，あせらず，ゆっくり相手のペースに合わせて接することが大切です。

· 周囲の人に遠慮して，がまんしたり，言いたいことが言えないために，状態が悪くなることがあります。

昼間寝ている，ぼんやりしている様子が目立つ時には，声をかけて雑談や体操をしたり，散歩に誘ったりして，孤独にならないように心がけましょう。

また，何か役割をお願いするのも有効です。
· 可能な範囲でみだしなみや身の回りのことにも気を配りましょう。

· ポータブルトイレ，排尿器，オムツを使う場合は，カーテンで仕切るなどして，プライバシーの保護に気をつけましょう。

●　ひとり暮らしで「避難所に行きたくない」「援助もいらない」と言われる場合は，安全が確保でき，自活が可能な状態ならば本人の意思を尊重することも可能でしょう。

しかし，危険な状態なら，説得して早急に連れ出すこともやむを得ません。その後のフォローが大切です。



災害時に高齢の方に起こりやすい変化





眠れない，気分が落ち込む，食欲がない。


新しい環境になじめず，誰かいっしょにいないと不安を感じる。


先が見えないことへの不安から絶望的になり，周囲の人からの援助をこばむ。


生き残ったことについて，強い罪悪感を持つ。


認知症のような症状（物忘れ，ぼんやり，日時や場所がよくわからなくなるなど）が現れる。





周囲の方は配慮しましょう


してあげましょう





遠慮しないで，相談窓口や巡回の人に声をかけてください。


薬や安静が必要なこともあります。医師，保健師，看護師にも話してみましょう。








相談・お問い合せ先


　  広島県○○保健所　○○課　TEL  


　　　 　 ○○市・町　○○課  TEL  











大丈夫？








